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シニア世代による主体的な社会活動の意味 
～つながりを築き、重ねていくことの大切さ～ 

ライフデザイン研究部 主任研究員 北村 安樹子 

 

1．コロナ下での若い世代との交流機会 

 コロナ禍中の 2021 年末に行われた内閣府の調査によると、65 歳以上の男女のう

ち、「若い世代との交流の機会」（注 1）に「積極的に参加している」とした人は 5％

に満たず、「できるかぎり参加している」とした人を合わせても約 2 割にとどまった

（図表 1）。 

 また、そのような交流機会があった場合に「積極的に参加したい」とした人は、

「できるかぎり参加したい」とした人を含めても 4 割弱であった。実施・参加の意向

をもちながら機会がなかった人がいた一方、若い世代と接する機会には消極的な人も

多かったようだ。その背景には、コロナ禍で安全に交流することが難しかったことも

あり、実施・参加の必要性をあらためて考えた人が増えた影響があるだろう。 

 

図表1 65歳以上男女の「若い世代との交流の機会」への参加状況と参加の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1：「不明・無回答」を除外した値 

*2：設問文は「あなたは、若い世代との交流の機会があった場合、参加していますか。次の中から1つだけ選ん

でお答えください」 

*3：設問文は「あなたは、若い世代との交流の機会があった場合、どうされますか。次の中から1つだけ選んでお

答えください」 

資料：内閣府『令和3年度高齢者の日常生活・地域社会への参加に関する調査』（調査対象は全国の60歳以上

の男女4,000人、2021年12月実施）より作成 

 

 一方、『「若い世代との交流の機会」に参加の意向をもつ人』においても、どのよう

な世代と交流を行いたいかについての回答では、同世代を挙げる人が最も多かった

（図表 2）。複数回答ではあるが、たとえば、「就学前の世代」を挙げた人が 17.5％、

「小学生の世代」を挙げた人が 28.7％であったのに対し、「自分と同世代」を挙げた
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人は 63.9％とこれらを大きく上回った。同世代との交流を望む人が多かったのは、

そのような機会を通じて知る同世代の近況や、情報交換を兼ねたコミュニケーション

に関心をもつ人が多かったためではないか。 

 ただ、比較的若い 60 代女性では、「就学前の世代」や「小学生の世代」を挙げた人

が男性や年長者に比べやや多かった（図表省略）。この年代には、自身や同世代に孫

が生まれ、子どもと接する機会が増える人も多い。そのため、子どもにかかわる活動

に関心をもつ人が比較的多かったといえる。 

 

図表2 「若い世代との交流の機会」に参加の意向をもつ65歳以上男女が 

交流を希望する世代＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1：「不明・無回答」を除外した値 

*2：回答者は図表１で「積極的に参加したい」「できるかぎり参加したい」と答えた人 

資料：図表1に同じ 

 

2．自主的に行われている活動への高い関心 

 シニア世代の若い世代との交流に対する意識にこのような傾向がみられた一方で、

図表 3 に挙げられている「個人または友人とあるいはグループや団体で自主的に行わ

れている活動」を行った人や、それらに関心をもつ人はかなり多かった。 

この設問では、地域活動などの形で従来から行われてきた活動が比較的多く例示さ

れている。65 歳以上の男女の回答結果をみると、全体の 6 割弱が直近 1 年の間にこ

れらの活動に何らかの形でかかわったことがあり、約 7 割は今後いずれか、もしくは

複数の活動を行いたいと答えている。 
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健康・スポーツ
（体操、歩こう会、ゲートボール等）

趣味
（俳句、詩吟、陶芸等）

地域行事
（祭りなどの地域の催しものの世話等）

生活環境改善
（環境美化、緑化推進、まちづくり等）

生産・就業
（生きがいのための園芸・飼育、シルバー人材センター等）

教育関連・文化啓発活動
（学習会、子ども会の育成、郷土芸能の伝承等）

安全管理
（交通安全、防犯・防災等）

高齢者の支援
（家事援助、移送等）

子育て支援
（保育への手伝い等）

活動または参加したものはない
(活動・参加したいとは思わない）
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図表3 65歳以上男女における「個人または友人とあるいはグループや団体で自主的に行われてい

る活動」の直近1年における実施・参加状況と今後の実施意向＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1：「不明・無回答」を除外した値。「その他」は掲載省略 
*2：設問文は「あなたは、この1年間に個人または友人とあるいはグループや団体で自主的に行われている次の

ような活動を行った、または参加しましたか」 

*3：設問文は「あなたは、今後、個人または友人とあるいはグループや団体で自主的に行われている次のような

活動を行いたいと思いますか」 

資料：図表1に同じ 

 

また、これらの活動に参加した人に、自分自身にとって良かったことをたずねた結

果では、「生活に充実感ができた」（50.4％）という点が最も多く挙げられている。

「新しい友人を得ることができた」（40.3％）、「健康や体力に自信がついた」

（35.7％）、「地域社会に貢献できた」（33.4％）、などを挙げた人も 3 割を超える（図

表 4）。 

活動の内容や目的にもよるが、参加者の多くは、精神面の充実感や新たな友人の獲

得、健康面への好影響など、多様なメリットを挙げている。一方で、「地域社会への

貢献」「自分の技術、経験を生かすことができた」など、他者のウェルビーイング向

上にもつながると感じている人も一定程度いる。実施・参加している活動や、今後行

いたいと感じる活動が家族や他者にとってどのような意味をもつと考えるのかも、こ

れらの活動の実施・参加のモチベーションにつながっているのだろう。 
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図表4 65歳以上男女が「個人または友人とあるいはグループや団体で自主的に行われている活動」

に参加して良かったと思うこと＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1：「不明・無回答」を除外した値。「その他」は掲載省略 
*2：設問文は「あなた自身にとって、そのような活動全体を通じて、参加して良かったと思うのはどのようなことで

すか。次の中からいくつでもお答えください」 

資料：図表1に同じ 

 

3．シニア世代の主体的な社会活動の意味～つながりを築き、重ねていくことの大切さ～ 

 以上の結果から、若い世代との交流に関心をもつ人がいる一方で、同世代との交流

や、個人や友人、グループや団体で自主的に行われている多様な活動に関心をもつ人

が多いことがうかがえる。 

シニア世代がどのような形でそれらの活動を行っているか、また、今後どのような

形で行いたいと思っているかは、健康状態や価値観の違いも大きい（注 2）。活動へ

のかかわり方も、既存の組織に直接かかわる形だけでなく、個人や新たな組織を通じ

て行われる活動への理解・協力など多様な形があるだろう。 

 これらの主体的な社会活動へのかかわりを含めて、シニア世代が他者や社会とのつ

ながりを築き、重ねていくことは、幸せなライフデザインを考えていく際の重要な視

点になる。いざというときに助け合えるつながり資産は、本来人生の早い時期から少

しずつ築いていくことが望ましい。しかし、多くの人は、生計維持のための仕事や老

後に向けた貯蓄、健康管理や健康づくりを行うなかで、つながり資産を豊かにするこ

とや、「お金」「健康」「つながり」という 3 つの人生資産のバランスを整えることの

大切さには気づきにくい。 

シニア世代が主体的に行う社会活動を通じて次世代を応援したり、自身の人生を前

向きに生きる同世代の生き方にふれることは、自身のよりよい生き方を考えたり、つ

ながり資産を豊かにすることにもつながる。したがって、どのように他者や社会とつ

ながるのかは、シニア世代が自身のウェルビーイングを考えるうえでの重要なテーマ

の 1 つである。その際には、仕事や他者のための活動と、自分のための時間のバラン
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スを意識することや、双方の時間のよりよい過ごし方について考えていくことも、大

切な視点になるだろう。 

 

【注釈】 

1) このような機会の提供主体や実施・参加方法についての具体的な内容を調査票では示し

ていない。 

2) 実際、これらの活動に参加したいと思わない理由についてたずねた結果では、健康・体

力面の不安や人づきあいの煩わしさ、特に理由はない、家庭の事情（病院、家事、仕

事）、同好の友人・仲間がいない、気軽に参加できる活動が少ない、どのような活動が行

われているか知らない、などの点が比較的多くあげられている。 
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